
乾
一
元
元
年
(
七
五
八
)
五
月
、
一
虎
溶
が
部
州
刺
史
に
左
遷
さ
れ
る

と
、
彼
を
弁
護
し
た
左
拾
遺
の
杜
甫
(
七
一
一
一

1
七
七

O
)
も
、
六

月
に
は
護
州
(
陳
西
省
葉
東
)
の
一
司
功
参
軍
に
遷
さ
れ
る
。
さ
ら
に

翌
年
、
官
を
棄
て
て
華
州
を
去
っ
た
社
甫
は
、
七
月
に
は
秦
州
(
甘

粛
省
天
水
市
)
に
た
ど
り
つ
く
。
到
着
後
、
彼
は
「
秦
州
雑
詩
二
十

首
」
(
『
社
詩
詳
注
』
巻
七
)
を
書
い
た
。
回
目
頭
の
一
言
に
は
次
の
よ

う
に
一
一
一
回
っ
て
い
る
。

満
自
悲
生
事

国
人
作
遠
遊

遅
遁
度
際
怯

措
蕩
及
関
愁

水
落
魚
竜
夜

山
空
鳥
鼠
秋

社
詩

は
じ
め
に

「
因
人
」

考

後

藤

正

秋

西
征
間
燦
火
西
征
し
て
燐
火
を
向
い

心
折
此
掩
留
心
折
れ
て
此
に
掩
留
す

『
杜
詩
詳
注
』
が
「
首
聯
、
赴
秦
之
由
。
」
(
首
聯
は
、
秦
に
赴
く

の
由
。
)
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
冒
頭
の
二
句
は
、
秦
州
に
赴
く

こ
と
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
を
述
べ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ

れ
で
は
、
「
国
人
」
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
有
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
の
語
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を

試
み
た
い
。

(55) 

満
自
生
事
を
悲
し
む

人
に
悶
り
て
遠
遊
を
作
す

遅
週
離
を
度
り
て
怯
え

浩
蕩
関
に
及
ん
で
愁
う

水
は
落
つ
魚
竜
の
夜

山
は
空
し
鳥
患
の
秋

従
来
の
説

夏
松
涼
『
杜
詩
警
策
』
(
遼
寧
教
育
出
版
社
、
一
九
八
六
)
は
、

「
秦
州
雑
詩
」
の
「
国
人
」
に
つ
い
て
、
施
鴻
保
『
日
一
肌
杜
詩
説
』
を

引
き
な
が
ら
、
以
下
の
よ
う
に
か
な
り
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。
一
長
く

な
る
が
貴
重
な
指
捕
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
こ
れ
か
ら
見
て
み
よ

λ
ノ。



間
人
、
即
「
依
人
」
。
浦
起
竜
認
為
是
指
其
従
佳
社
佐
。
社

佐
当
時
住
在
秦
州
東
拘
谷
。
作
者
主
秦
州
特
有
『
一
一
小
佐
佐
』
詩

…
町
一
設
。
也
有
人
認
為
可
能
是
指
作
者
約
老
友
僧
入
賞
公
、
賛
公

此
時
世
四
一
房
溶
事
件
牽
連
被
疑
誠
在
秦
州
西
枝
村
居
住
。
清
人

施
鴻
保
則
認
為
「
此
詩
二
十
首
、
成
不
及
所
依
之
人
、
後
在
秦

州
、
亦
無
一
詩
及
之
。
当
第
(
口
ハ
)
附
人
間
行
、
不
必
至
交
出

好
。
主
薬
知
伎
、
即
自
散
宏
、
故
不
臼
「
依
」
、
市
臼
「
盟
」
。
」

(
『
読
杜
諮
説
』
巻
七
)
拠
作
者
♂
以
遠
山
後
寄
一
一
一
首
』
『
西
枝

村
尋
問
一
陣
草
堂
地
宿
賛
公
土
室
二
首
』
『
宿
賛
公
一
房
』
等
詩
叙
述

的
希
望
社
佐
寄
米
・
寄
珪
菜
以
及
想
居
住
西
校
村
等
事
来
五
筒
、

作
者
在
準
備
携
家
随
行
前
往
秦
州
之
前
、
是
有
可
能
考
慮
到
有

杜
佐
等
人
的
資
助
的
。
間
出
此
、
浦
説
較
為
可
一
信
。

『
杜
詩
懸
賞
』
が
露
頭
に
引
く
浦
起
竜
明
日
祝
杜
心
解
』
巻
}
一
一
之
二
は
、

次
の
よ
う
に
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
。

其
一
為
二
十
首
之
国
問
、
首
一
一
一
一
向
「
生
事
」
「
国
人
」
、
籍
後
蔵
身

等
篇
。
末
一
一
一
一
口
「
燐
火
」
「
心
折
」
、
縫
後
悲
世
等
篇
。
此
議
以
自

明
来
泰
之
故
也
。
起
聯
{
子
山
内
ナ
清
徹
。
:
:
:
「
国
人
」
之
人
、
或

郎
指
焼
佐
。
公
之
来
此
、
以
姪
性
在
東
利
也
。

は
じ

其
の
一
一
は
二
十
首
の
間
関
為
り
、
首
め
に
「
生
事
」
「
四
人
」

F1) 

と
一
一
一
一
口
う
は
、
後
の
蔵
身
等
の
篇
を
籍
む
。
末
に
「
燦
火
」
「
心
折
」

(3) 

と
一
一
一
一
問
う
は
、
後
の
悲
世
等
の
篇
を
箆
む
。
此
れ
惹
し
以
て
自
ら

秦
に
来
る
の
故
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
起
聯
は
字
字
清
徹
な

り
。
:
:
:
「
国
人
」
の
人
は
、
或
い
は
即
ち
姪
の
佐
を
指
す
な

ら
ん
。
公
の
此
に
来
る
は
、
姪
の
佐
東
拘
に
在
る
を
以
て
な

り
つ
ま
り
、
『
読
社
心
解
』
は
、
「
西
人
」
を
、
杜
甫
が
秦
州
の
東
将

谷
に
住
ん
で
い
る
お
い
の
社
佐
を
頼
っ
て
、
の
意
味
に
解
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
『
社
詩
臨
一
事
貝
』
は
省
略
し
て
い
る
が
、
『
読
杜

詩
説
』
巻
七
は
、
こ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
部
分
の
前
後
に
も
次
の

よ
う
に
一
一
出
回
っ
て
い
る
。
改
め
て
当
該
偲
所
を
川
引
い
て
お
こ
う
。

秦
州
川
雑
詩
、
第
一
云
、
「
満
田
一
悲
生
事
、
図
人
作
遠
潜
¥
控

引
顧
震
説
、
関
税
大
飢
、
故
依
人
遠
路
、
非
謂
国
一
虎
渚
遠
諦
也
。

今
按
国
人
不
当
作
依
人
解
。
依
人
、
依
籍
其
人
也
。
此
詩
二
十

首
、
既
不
及
一
昨
依
之
人
、
後
夜
秦
州
、
亦
無
一
詩
及
之
。
当
第

前
人
間
行
、
不
必
至
交
旧
好
、
歪
秦
州
後
、
郎
自
散
去
、
故
不

自
「
依
」
市
白
「
盟
」
。
後
送
段
功
商
一
回
詩
、
「
幸
君
国
旅
客
」
、

続
得
舎
弟
観
警
詩
、
「
舟
相
国
人
動
」
、
皆
部
此
菌
字
。

秦
州
雑
詩
、
第
一
に
云
う
、
「
満
口
出
生
事
を
悲
し
み
、
人

に
図
り
て
遠
携
を
作
す
」
と
。
注
に
顧
震
の
説
を
引
く
、
関
職

大
い
に
飢
う
、
故
に
人
に
依
り
て
遠
携
す
、
一
房
溶
に
図
り
て
遠

く
諦
せ
ら
る
る
を
謂
う
に
非
ざ
る
な
り
と
。
今
按
ず
る
に
人
に

寝
る
は
当
に
人
に
依
る
と
作
し
て
解
す
べ
か
ら
ず
。
人
に
依
る

(56) 
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は
、
其
の
人
に
依
諾
す
る
な
り
。
此
の
詩
一
既
に
依
る

所
の
人
に
及
ば
ず
、
後
秦
州
に
在
り
て
、
亦
一
詩
の
之
に
及

え

だ

と

も

ぶ
も
の
無
し
。
当
に
第
人
に
糾
問
し
て
行
を
間
に
す
れ
ば
、
必
ず

し
も
出
好
を
交
う
る
に
は
至
ら
ず
、
秦
州
に
歪
り
て
後
、
即
ち

自
ず
か
ら
散
去
す
、
故
に
「
依
」
と
出
わ
ず
し
て
「
因
」
と
日

(5) 

う
。
後
の
段
功
警
を
送
る
詩
の
、
「
幸
い
に
君
旅
客
に
閉
山
る
」
、

(6) 

続
い
で
舎
弟
観
の
蓄
を
得
た
る
詩
の
、
「
舟
楊
人
に
図
り
て

動
か
す
」
は
、
比
出
な
郎
ち
此
の
間
以
の
字
。

こ
こ
に
司
読
社
詩
説
』
が
節
録
し
て
い
る
際
震
の
説
は
、
一
瞬
、
震

(7) 

明
社
詩
註
解
』
五
一
一
一
一
口
律
巻
之
三
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

是
年
間
輔
大
機
、
生
事
?
不
可
問
、
歪
采
橡
架
以
自
給
、
別
公

之
悲
可
知
失
。
四
人
作
遠
遊
、
時
必
有
所
埼
託
、
故
為
此
遊
、

此
見
到
泰
之
由
。
諸
註
諮
問
一
虎
沼
市
致
遠
遊
非
也
。
公
定
背
以

一
議
怨
及
故
人
。

是
の
年
間
輔
大
い
に
鍛
え
、
生
事
問
う
べ
か
ら
ず
、
橡

架
を
采
り
て
以
て
自
ら
給
す
る
に
至
れ
ば
、
剤
、
ち
公
の
悲
し
み

知
る
べ
し
。
人
に
図
り
て
遠
遊
を
作
す
は
、
時
に
必
ず
惰
託
す

る
一
附
有
ら
ん
、
故
に
此
の
遊
を
為
す
、
此
れ
秦
に
到
る
の
由
を

し
め同
ん
す
。
諸
註
一
虎
瑠
に
間
以
り
て
遠
遊
を
致
す
と
謂
う
は
非
な
り
。

公
室
に
肯
て
一
た
び
諮
せ
ら
る
る
の
怨
み
を
以
て
故
人
に
及

ぼ
さ
ん
や
。

こ
こ
で
否
定
さ
れ
て
い
る
、
一
民
法
を
弁
護
し
た
こ
と
が
原
因
と
な

っ
て
「
遠
遊
」
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
説
を
述
べ
て
い
る
「
諸

註
」
は
、
黄
希
撰
・
黄
鶴
捕
一
在
『
補
註
杜
詩
』
(
明
北
東
氏
補
千
家
集
註

社
工
部
詩
史
』
)
巻
二
十
、
あ
る
い
は
王
十
腕
集
注
司
王
状
一
冗
集
一
自

家
註
編
年
杜
段
詩
史
』
巻
九
に
引
か
れ
る
師
戸
の
注
で
あ
り
、
と
も

に
、
「
師
日
、
間
矯
有
此
遊
也
。
」
(
部
日
く
、
璃
に
因
り
て
此
の
遊

有
る
な
り
と
。
)
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
読
社
詩
説
』
は
、
「
国

人
」
と
は
、
一
輝
瑠
の
事
件
が
原
因
と
な
っ
て
、
と
い
う
こ
と
で
も
な

く
、
ま
た
、
「
秦
州
雑
詩
二
十
首
」
や
そ
の
後
の
秦
州
滞
在
中
の
詩
に
、

具
体
的
に
誰
を
頼
り
に
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
の

で
、
他
人
が
杜
帯
一
家
の
生
活
を
援
助
し
て
く
れ
る
こ
と
を
頼
り
に

し
て
、
と
い
う
こ
と
で
も
な
く
、
「
附
人
間
行
」
、
つ
ま
り
、
秦
州
方

面
に
旅
す
る
人
の
あ
と
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
、
秦
州
ま
で
の
密
難

な
道
程
を
と
も
に
す
る
旅
壊
れ
た
人
に
す
が
っ
て
、
の
意
味
に
解
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
明
社
詩
繋
賞
』
は
、
同
読
杜
心
解
』
の
説
を
肯
定

し
つ
つ
、
秦
州
に
居
住
す
る
賛
公
や
杜
佐
の
、
生
活
上
の
助
力
を
あ

て
に
し
て
、
の
意
味
に
と
る
べ
き
で
あ
る
と
指
檎
し
て
い
る
の
で
あ

{8) 
る
。
ち
な
み
に
、
鈴
木
虎
雄
♂
祝
一
回
訳
漢
文
大
成
社
少
陵
詩
集

中
巻
』
(
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一
九
二
九
一
)
は
、
「
図
人
」
に
い
在
し
て
、

他
人
の
カ
に
出
る
。
こ
れ
は
そ
の
誰
な
る
や
不
明
な
る
も
、

(57) 



秦
州
に
於
て
作
者
を
世
話
す
る
か
ら
来
れ
と
い
沢
て
く
れ
し
人

あ
る
な
ら
ん
。

と
言
っ
て
い
る
し
、
黒
川
洋
一
明
社
甫
上
』
(
岩
波
中
居
詩
人
選
集

九
、
一
九
五
七
)
は
、
「
人
を
た
よ
っ
て
。
い
か
な
る
人
で
あ
っ
た

か
は
不
明
。
」
と
言
っ
て
い
て
、
鈴
木
説
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
や
や

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
し
て
い
る
。

唐
代
以
前
の
「
因
人
」
の
用
例

「
間
人
」
の
語
は
、
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
き
た
の
で
あ

ま
ず
は
社
南
以
前
の
用
例
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

こ
の
語
の
出
典
と
し
て
し
ば
し
ば
引
か
れ
る
の
は
、
例
え
ば
、
郭

知
連
繍
円
九
家
集
一
託
社
詩
』
巻
二
十
、
仇
兆
欝
明
社
詩
詳
一
任
』
巻
九

が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
『
史
記
』
巻
七
十
六
、
平
原
君
伝
に
見
え
る
、

毛
遂
が
、
他
の
食
客
た
ち
に
諮
り
か
け
た
、
「
公
等
様
様
、
西
人
成

九
日
)
事
。
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
こ
の
一
言
葉
は
、
『
史
記
』
に
は
次
の
よ

う
に
見
え
る
。

毛
遂
左
手
持
盤
出
荷
右
手
招
十
九
人
臼
、
公
相
与
歓
此
血
於

堂
下
。
公
等
録
録
、
所
謂
国
人
成
事
者
也
。

毛
遂
左
手
に
控
血
を
持
ち
て
右
手
に
十
九
人
を
招
き
て
臼

と

も

す

す

く
、
公
棉
い
与
に
此
の
血
を
堂
下
に
歌
れ
。
公
等
録
録
た
り
、

所
謂
人
に
臨
し
り
て
事
を
成
す
者
な
り
と
。

で
は
、

ろ
う
か
。

「
因
人
」
の
部
分
に
在
は
晃
あ
た
ら
な
い
が
、
「
録
録
」
に
付
さ
れ

た
袈
騒
の
控
に
は
、
『
説
文
解
{
子
』
を
引
い
て
、
「
録
録
、
槌
従
之
貌

世
。
」
(
録
録
は
、
随
従
す
る
の
貌
な
り
。
)
と
ニ
一
一
口
う
か
ら
、
「
宙
人
」

も
、
他
人
に
つ
き
従
っ
て
、
他
人
の
カ
に
従
っ
て
、
の
意
味
で
あ
る

と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
ち
な
み
に
「
臨
人
成
事
」
の
語
は
、
演
信

(
五
一
三

1
五
八
二
の
「
為
関
将
軍
乞
致
仕
表
」
(
『
庚
子
山
集
』

巻
七
)
と
「
周
売
州
刺
史
広
鏡
公
字
文
公
神
道
碑
」
(
『
庚
子
山
集
』

巻
七
)
に
も
そ
の
ま
ま
の
形
で
見
え
て
い
る
。

明
文
選
』
に
は
、
巻
五
十
四
に
二
例
が
見
え
て
い
る
。
一
つ
は
設

機
(
二
六
一

1
一一一

O
一
二
)
の
「
五
等
諸
侯
論
」
の
例
で
あ
る
。

控

室

必

於

借

力

、

制

麟

終

乎

国

人

。

¥

章
一
に
任
仇
す
る
は
力
を
借
る
を
必
と
し
、
臓
を
制
す
る
は
人
に

因
る
に
終
わ
る
。

こ
の
一
文
は
、
天
下
は
広
大
で
あ
っ
て
一
人
で
は
治
め
ら
れ
な
い

か
ら
、
人
の
力
に
頼
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
言
う
。
ま
た
、
劉
峻

(
間
六
一
一
i
一
立
ニ
ニ
の
「
弁
命
論
」
の
例
は
、
次
の
よ
う
に
一
一
一
一
口
う
。

然
命
体
毘
流
、
変
化
非
一
。
:
:
:
或
不
召
由
来
、
或
閤
人
以

済。
然
れ
ど
も
命
体
は
局
流
し
、
変
化
は
一
に
非
ず
。
:
:
:
或
い

ま
ね

は
召
か
ず
し
て
自
ず
か
ら
来
り
、
或
い
は
人
に
因
り
て
以
て
済

る。

(58) 



李
養
注
は
こ
の
部
分
に
『
傍
子
』

前
の
一
文
か
ら
引
い
て
お
こ
う
。

昔
世
知
居
上
取
士
之
難
、
故
鹿
心
部
下
聴
。
知
恋
下
相
接
之

易
、
故
国
人
以
致
人
。

昔
世
は
上
に
腐
り
て
士
を
取
る
の
難
き
を
知
る
、
故
に
虚
心

に
し
て
下
に
聴
く
。
下
に
寄
り
て
相
い
接
す
る
の
易
き
を
知
る
、

故
に
人
に
国
り
て
以
て
人
を
致
す
。

円
傍
子
』
は
、
人
材
を
採
る
の
に
、
高
い
身
分
に
あ
れ
ば
、
身
分

の
低
い
者
の
中
一
か
ら
見
出
す
こ
と
は
国
難
な
の
で
、
身
分
の
低
い
者

(ω) 

の
力
に
頼
っ
て
人
材
を
召
致
す
る
こ
と
を
一
一
一
一
口
う
。
磨
代
以
前
の
詩
歌

に
は
「
忠
人
」
の
語
は
見
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

挙
賢
篇
の
一
文
を
引
い
て
い
る
。

唐
詩
に
お
け
る
「
因
人
」
の
用
例

賭
詩
の
用
例
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
騎
賓
王
(
六
一

(
日
)

九
?
1
六
八
四
?
)
の
「
春
饗
平
行
」
(
『
騎
丞
集
b

巻
二
)
で
あ
ろ

う
。
詩
に
お
け
る
用
例
と
し
て
は
、
こ
れ
が
最
も
早
い
も
の
に
な
る
。

年
輩
開
平
律
年
華

審
色
蕩
芳
震

芳平
農律
に関
蕩2き
く

守自
j拙出 ↑ 
怠安
i函亙 寵
人道

拙自
をら
守散3
りう
て麗
人道
lこに
国安
るん
をじ

む

と
を

路
賓
王
に
は
、
「
鎮
火
賦
」
(
司
政
相
丞
集
』
巻
ご
と
「
対
策
文
三

道
」
(
同
総
丞
集
』
巻
一
ニ
)
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
囚
人
成
事
」
の
語
が

見
え
て
い
て
、
「
春
響
研
工
付
」
も
『
史
記
』
を
典
拠
に
し
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
詩
も
、
主
体
性
が
な
く
、

時
流
に
合
わ
せ
て
他
人
に
つ
き
従
う
生
き
方
を
嫌
う
こ
と
を
言
っ
て

い
る
。王
維
(
七

O
一
?
i
七
六
一
)
の
「
早
入
禁
揚
界
」
(
司
王
右
丞
集
』

巻
田
)
に
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

汎
舟
入
禁
沢
舟
を
汎
か
べ
て
祭
沢
に
入
る

す
な
わ

葱
邑
遮
雄
藩
弦
の
邑
は
廼
ち
雄
藩
な
り

(59) 

西
人
見
風
鈴
人
に
留
り
て
風
俗
を
克

入
境
問
方
一
一
一
一
口
境
に
入
り
て
方
一
一
一
一
口
を
聞
く

こ
の
「
因
人
」
は
、
楽
揚
(
河
南
省
鄭
州
市
の
西
北
)
に
着
い
た

玉
維
が
、
住
民
の
生
活
ぷ
り
か
ら
土
地
の
な
ら
わ
し
を
観
察
し
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
「
国
人
」
は
、
人
々
の
態
度
や
服
装
、

挙
措
動
作
な
ど
を
判
断
材
料
と
す
る
こ
と
人
々
の
様
子
を
た
よ
り

に
す
る
こ
と
、
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

李
白
「
一
贈
張
棺
錆
二
首
」
〈
禁
の
二
〉
(
『
李
太
白
集
』
巻
九
)
に
も
、

一
例
が
見
え
て
い
る
。



質問自我
欲人笑鐸
決恥{可一
良 j求 i玄杯
i諸事 I玄水

我
一
杯
の
水
を
揮
い

自
ら
笑
う
何
ぞ
区
区
た
る

人
に
悶
り
て
事
を
成
す
を
恥
じ

良
留
を
決
せ
ん
と
欲
す
る
を
貴
ぶ

こ
の
「
閑
人
」
も
、
「
春
番
早
行
」
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が

あ
り
、
い
た
ず
ら
に
他
人
に
す
が
っ
て
事
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る

{
川

μ
)

こ
と
を
恥
じ
る
と
一
一
一
日
う
の
で
あ
る
。

社
南
の
詩
に
お
け
る
「
昭
人
」
の
例
は
、
明
日
祝
杜
詩
説
』
が
言
及

し
て
い
た
よ
う
に
、
「
続
得
観
響
、
逆
就
当
問
問
居
止
、
正
月
中
旬
、

定
出
一
一
一
峡
」
に
、
あ
と
一
例
、
が
見
え
て
い
る
。
前
後
の
句
と
と
も
に

引
い
て
お
こ
う
。

頒
椴
添
誠
一
詠
頒
椴
誠
一
詠
を
添
え

禁

火

ト

歓

娯

禁

火

歓

娯

を

ト

す

舟
樹
由
人
動
舟
樹
人
に
図
り
て
動
か
し

た
す

移
核
有
投
決
彩
該
投
を
羽
川
て
抜
く

7
1
j
4
4
J
7
1
1
;
j
l
-
j
 

こ
の
「
国
人
」
が
、
杖
を
頼
り
に
す
る
ほ
ど
体
が
弱
っ
て
き
て
い

る
杜
甫
は
、
自
分
の
カ
で
船
を
潜
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
他
人

に
潜
い
で
動
か
し
て
も
ら
う
こ
と
を
一
一
出
回
っ
て
い
る
こ
と
は
は
っ
き
り

し
て
い
る
。
ま
た
『
読
社
詩
説
』
が
言
及
し
て
い
た
「
送
段
功
暫
帰

広
州
」
に
は
「
国
人
」
で
は
な
く
、
未
踏
に
「
悶
旅
客
」
と
い
う
形

で
見
え
て
い
る
が
、
こ
れ
も
引
い
て
お
こ
う
。

交

肱

丹

砂

霊

交

祉

丹

砂

霊

く

紹

州

自

葛

軽

詔

州

自

葛

軽

し

幸
君
臨
旅
客
幸
い
に
君
旅
客
に
図
り
て

持
寄
錦
宮
城
時
に
錦
宮
城
に
寄
せ
よ

南
方
に
は
丹
砂
や
白
葛
と
い
っ
た
貴
重
な
特
産
物
、
が
あ
る
か
ら
、

そ
れ
ら
を
旅
人
に
託
し
て
成
都
に
送
っ
て
く
れ
ま
い
か
と
依
頼
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

社
南
以
後
の
麿
詩
中
の
用
例
も
い
く
つ
か
見
て
お
こ
う
。
割
高
錫

(
七
七
二

1
八
回
二
)
の
「
偶
作
二
首
」
〈
其
の
一
〉
(
『
劉
賓
客
文
集
』

巻
こ
こ
に
は
、

養
生
非
侶
薬
生
を
養
う
は
但
だ
薬
の
み
に
非
ず

悟
仏
不
思
人
仏
を
罷
る
は
人
に
図
ら
ず

と
い
う
匂
が
あ
る
9

こ
れ
に
つ
い
て
蒋
維
嵩
等
『
劉
寓
錫
詩
集
編
年

護
法
』
(
山
東
大
学
出
版
社
、
一
九
九
七
)
は
、
「
儒
仏
、
参
活
仏
性
。

仏
家
認
為
一
切
衆
生
皆
有
物
性
、
須
自
倍
、
不
関
人
。
」
と
一
一
一
一
口
い
、

絢
敏
・
陶
紅
雨
司
説
話
錫
全
集
編
年
校
注
』
(
岳
麓
世
一
回
社
、
二

0
0

2

一
)
は
、
「
不
国
人
、
不
図
他
人
、
謂
須
自
倍
。
」
と
一
一
一
一
口
っ
て
い
て
大

き
な
差
は
認
め
ら
れ
な
い
。
活
り
の
境
地
に
達
す
る
た
め
に
は
、
他

カ
で
は
な
く
、
自
力
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
言
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

(60) 



自
問
問
易
(
七
七
一
一
i
八
四
六
)
の
「
和
答
詩
十
首
和
思
帰
楽
」

(
『
臼
氏
長
慶
集
』
巻
一
一
)
の
第
十
句
に
も
、
劉
前
向
錫
の
例
と
間
じ
く

否
定
形
を
用
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

h
ハ
v
j
b

我
謂
此
山
鳥
我
は
則
前
う
此
の
山
の
鳥

本
不
問
人
生
本
と
人
に
図
っ
て
生
、
せ
ず

人
心
白
懐
土
人
心
自
ず
か
ら
土
を
懐
い

想
作
思
帰
鳴
想
い
て
思
帰
の
鳴
を
作
す
と

南
方
へ
と
左
遷
さ
れ
る
旅
人
が
た
ど
る
道
筋
に
あ
る
、
と
あ
る
山

に
棲
む
鳥
の
鳴
き
声
が
「
思
照
楽
」
と
開
聞
こ
え
る
の
は
、
左
遷
さ
れ

る
旅
人
の
「
憂
演
」
が
凝
縮
し
て
「
精
霊
(
鳥
)
」
と
な
っ
た
、
つ

ま
り
、
鳥
が
人
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
は
な
く
、
望
郷
の
念
を
持
っ

て
い
る
か
ら
「
思
帰
楽
」
と
一
関
こ
え
る
の
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
「
国
人
」
は
、
人
の
心
の
あ
り
方
が
原
因
と
な
っ
て
そ
こ
か
ら
、

と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。

元
和
十
二
年
(
八
一
七
)
の
進
士
で
あ
る
潜
存
実
の
「
紙
得
玉
声

如
楽
」
(
明
金
属
詩
』
巻
四
九
O
)
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
国
間
頭
、
の
四

句
を
引
こ
う
。

表
質
自
竪
貞

昭
人
一
拐
鳴

静
将
金
並
響

妙
与
楽
向
声

一
五
は
そ
れ
自
体
が
音
を
発
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
人
が
た
た

く
こ
と
に
よ
っ
て
鳴
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

つ
い
で
皮
日
休
(
八
四
O
?
1
八
八
O
?
)
の
「
五
既
詩
五
潟

舟
」
(
明
松
妓
集
』
巻
五
)
の
起
聯
を
引
こ
う
。

何
事
有
喬
銭
何
事
か
背
銭
有
ら
ば

間
以
人
質
釣
船
人
に
思
り
て
釣
船
を
翼
わ
ん

(M) 

こ
れ
は
、
人
を
介
し
て
、
と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
。

貫
休
(
八
三
二
1
九
一
二
)
の
詩
に
は
四
例
、
が
あ
る
。
「
感
懐
寄

一
叫
ん
間
」
〈
其
の
二
〉
(
内
禅
月
集
』
巻
二
回
)
か
ら
一
例
を
引

γ

」

λ
ノ。

好
更
図
人
寄
消
患
好
し
更
に
人
に
留
り
て
消
息
を
寄
せ
ん

沃
州
帰
去
己
娃
詑
沃
州
帰
去
し
て
己
に
娃
詑
た
り

こ
の
「
囚
人
」
も
、
人
づ
て
に
、
人
に
依
頼
し
て
、

マハ
w

。

(61) 

の
意
味
で
あ

妙静人表
にかの質
しに~一
てした白
楽てびず
と金者]~:か
声とくら
を響に 52
1苛き医i貞
じをりに
く並てし
すべ鳴て
る

斉
己
(
八
六
回
?
i
九
四
一
一
一
?
)
の
「
寄
顧
蜂
処
士
」
(
『
白
蓮
集
』

巻
七
)
の
尾
聯
に
は
、
次
の
句
が
あ
る
。

春
酔
援
来
有
余
興
春
酔
醒
め
来
っ
て
余
興
有
ら
ば

国
人
乞
与
武
陵
図
人
に
因
り
乞
い
て
武
陵
の
留
を
与
え
ん

こ
の
「
西
人
」
は
、
人
に
頼
っ
て
、
人
づ
て
に
、
の
意
味
で
あ
ろ

(
日
)

う
。
最
後
に
、
娩
層
五
代
の
人
と
さ
れ
る
越
樽
の
「
琴
歌
」
(
『
全
蔚

詩
』
巻
七
七
一
)
の
第
二
十
七
・
二
十
八
句
を
引
い
て
お
こ
う
。



一
生
従
事
不
四
人
一
生
事
に
従
う
に
人
に
図
ら
ず

健
歩
翠
雲
告
白
致
健
歩
翠
雲
皆
な
自
ら
致
す

こ
の
「
不
西
人
」
は
、
人
を
頼
り
に
し
な
い
、
人
を
あ
て
に
し
な

い
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

届
代
ま
で
の
詩
に
お
け
る
用
例
を
見
る
限
り
、
「
宙
人
」
は
、
白

居
易
「
和
答
詩
十
菖
和
閉
山
帰
楽
」
の
例
を
除
い
て
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
、
他
人
の
カ
を
借
り
る
、
他
人
を
頼
り
に
す
る
、
と
い
う
意
味
で

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

四

「
由
人
」
と
の
相
違

乾
元
元
年
六
月
に
華
州
へ
立
っ
と
き
、
杜
帯
は
前
年
の
夏
、
嵐
掬

の
行
在
所
へ
駆
け
つ
け
た
時
に
も
同
一
じ
金
光
門
を
通
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
て
、
「
至
徳
二
載
、
甫
自
京
金
光
門
出
、
間
道
帰
属
湖
、
乾

一
元
初
、
従
左
拾
遺
移
輩
州
援
、
与
親
故
別
、
図
出
此
門
、
有
悲
往

時
」
(
同
社
諮
詳
詑
』
巻
ム
ハ
)
を
盟
国
き
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

此
道
昔
帰
服
此
の
道
昔
帰
服
す

西
郊
胡
正
繁
西
郊
拐
立
に
繁
し

歪
今
猫
破
紐
今
に
一
怠
っ
て
猫
お
胞
を
破
る

応
有
未
招
魂
応
に
未
招
の
魂
有
る
な
る
べ
し

近
侍
帰
京
包
近
侍
し
て
京
色
に
帰
る

移
富
山
玄
室
尊
移
富
山
一
尽
に
歪
尊
な
ら
ん
や

無
才
日
表
老
才
無
く
し
て
自
び
に
衰
老
し

駐
馬
望
千
円
馬
を
駐
め
て
千
門
を
望
む

こ
の
詩
を
見
る
限
り
で
は
、
社
南
は
翠
州
に
出
さ
れ
た
原
因
、
が
粛

宗
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
自
身
の
「
無
才
」
に
起
菌
す
る
と
考
え
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
翌
年
、
華
州
司
功
参
軍
の
宮
を
棄
て
て

他
所
へ
移
ろ
う
と
一
決
意
し
た
と
き
に
は
、
「
立
秋
後
題
」
(
『
杜
詩
詳

注
』
巻
七
)
を
書
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

ゆ
る

日
月
不
相
鏡
日
月
相
い
鏡
さ
ず

節
序
昨
夜
隔
節
序
昨
夜
備
た
る

玄
館
無
停
号
玄
鰐
号
ぶ
こ
と
を
停
む
る
無
さ
も

秋
燕
己
如
客
秋
燕
己
に
客
の
如
し

平
生
独
往
願
平
生
独
往
の
願
い

偶
懐
年
半
百
偶
壊
す
年
半
百

罷
宮
亦
由
人
宮
を
罷
む
る
も
亦
人
に
由
る

何
事
拘
形
役
何
事
ぞ
形
役
に
拘
せ
ら
れ
ん

こ
の
詩
の
第
七
句
で
は
、
「
罷
宮
亦
由
人
」
と
一
一
言
っ
て
い
る
こ
と

(
ぱ
川
)

に
注
意
し
た
い
。
こ
こ
に
見
え
て
い
る
、
「
因
人
」
と
類
似
す
る
「
由

(
げ
)

人
」
の
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
、
傍
庚
生
明
社
詩
析
義
』
の
一
一
一
一
口
、
っ

と
お
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
社
南
が
官
を
罷
め
た
の
は
、
彼
の
、
束

縛
を
嫌
い
、
自
由
を
尊
ぶ
気
質
に
由
来
す
る
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
こ
の
語
は
、
第
八
句
が
灼
淵
明
「
帰
去
来
今
辞
」
(
『
靖
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節
先
生
集
』
巻
五
)
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
関
門
じ
向

淵
明
の
「
栄
木
」
(
『
靖
節
先
生
集
』
巻
こ
を
意
識
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

ト
員
脆
由
人
貞
脆
人
に
由
り

誠
一
裕
無
門
綿
福
内
無
し

こ
の
匂
は
、
間
さ
と
も
ろ
さ
は
、
個
人
の
資
質
に
よ
っ
て
異
な
る

こ
と
を
言
う
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
「
由
人
」
は
、
飽

照
「
擬
行
路
難
十
八
首
」
〈
其
の
一
八
〉
(
明
純
明
遠
集
』
巻
八
)
の

冒
頭
を
見
れ
ば
、
い
っ
そ
う
は
っ
き
り
す
る
だ
ろ
う
。

諸
君
莫
歎
貧
諸
君
サ
肢
を
歎
ず
る
こ
と
莫
か
れ

富
貴
不
自
人
富
貴
は
人
に
由
ら
ず

用
例
は
少
な
い
が
、
こ
れ
は
謄
代
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い
。
援

淀
「
歪
桃
林
築
作
」
(
『
全
癒
詩
』
巻
五
回
)
の
第
七
・
八
匂
に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

さ
か
‘
ヮ

抱
菟
非
杵
物
菟
を
抱
く
は
物
に
杵
う
に
非
ず

A
H
4
u
H
 

躍
務
輩
出
入
諮
り
に
躍
る
は
宣
に
人
に
由
ら
ん
や

議
一
一
一
一
口
に
遭
っ
た
の
は
、
自
分
に
原
因
が
あ
る
た
め
で
は
な
い
、
と

一
一
一
一
回
う
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
杜
甫
は
、
「
四
人
」
と
「
出
入
」
と

を
は
っ
き
り
一
区
分
し
て
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

「
秦
州
雑
詩
二
十
首
」
に
は
、
余
儀
な
く
秦
州
に
滞
在
す
る
こ
と

に
な
っ
た
社
南
の
憂
愁
と
苦
悩
と
が
し
ば
し
ば
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

西
征
問
燦
火
西
征
し
て
熔
火
を
問
い

心
折
此
掩
留
心
折
れ
て
此
に
掩
留
す
(
〈
其
の
一
〉
)

愁渚
時 j関
独無
向情
東極

万
方
声
一
概

吾
道
寛
何
之

理
麗
一
長
望

衰
繍
正
接
顔

後
仰
悲
身
世

渓
風
為
繍
然

車
馬
何
議
索

門
前
百
草
長

清
、
婦
は
無
情
の
極
み
な
り

愁
時
独
り
東
に
向
か
う
(
〈
其
の
こ
〉
)

吾万
が方
道
寛三声

何概
く

之

ん
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(
〈
其
の
四
〉
)

表煙
繍 J鹿

正ー
に 7こ
顔び
を長
援会望
くす

其
の
七

渓{免
風仰

身
世
を
悲
し
む

為
に
堀
然
た
り
(
〈
其
の
一
二
〉
)

門車
前馬

何
ぞ
描
腕
索
た
る

百
草
長
し
(
〈
其
の
一
七
〉
)



「
秦
州
雑
詩
」
の
「
図
人
」
が
『
史
記
』
の
用
例
の
延
長
上
に
あ
り
、

し
か
も
、
社
帯
自
身
の
用
法
と
清
代
の
他
詩
人
の
用
法
の
範
鴎
か
ら

外
れ
る
も
の
で
は
な
い
以
上
、
こ
れ
が
人
を
頼
り
に
し
て
、
人
の
力

に
す
が
っ
て
、
の
意
味
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は

明
日
成
社
詩
説
?
の
指
摘
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

本
来
、
自
己
の
意
十
一
心
に
忠
実
で
あ
る
う
と
し
て
い
た
杜
南
に
と
っ
て
、

他
人
の
力
を
頼
り
に
し
て
秦
州
に
旅
立
つ
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
自
体

が
不
本
意
で
あ
る
と
す
る
心
情
も
こ
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

結
果
と
し
て
、
社
帯
に
と
っ
て
の
秦
州
は
、
悲
哀
に
満
ち
た
土
地
で

あ
り
、
長
期
の
滞
在
を
許
さ
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
つ
け
加
え
て
お
く
な
ら
ば
、
師
芦
ら
が
「
出
向
人
」
を
、
一
房

璃
を
弁
護
し
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
、
と
解
し
た
の
は
、
「
遠
遊
」

の
語
に
も
影
響
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
社
詩
中
の
「
遠
遊

{時
V

(
櫛
)
」
の
…
訪
問
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
注
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

確
か
に
『
楚
辞
』
に
は
「
遠
遊
」
が
あ
る
。
司
楚
辞
』
王
逸
設
は
「
遠

遊
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

思
原
緩
方
直
一
之
行
、
不
容
於
世
。
上
為
議
侵
所
諮
段
、
下
為

強
入
所
四
極
。
章
皐
山
沢
、
無
所
告
訴
。

阿
川
原
は
ガ
誼
の
行
い
を
「
踏
み
、
世
に
容
れ
ら
れ
ず
。
よ
は
議

後
の
諮
較
す
る
一
附
と
為
り
、
下
は
俗
人
の
国
極
す
る
所
と
為
る
。

山
沢
に
輩
出
髭
し
、
告
訴
す
る
所
無
し
。

つ
ま
り
、
部
戸
ら
は
、
一
房
沼
を
弁
護
し
た
行
為
仁
対
し
て
、
「
議

侵
」
に
「
諮
毅
」
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
、
社
南
、
が
「
遠
遊
」

す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

社
南
「
水
会
渡
」
(
司
社
詩
詳
控
』
巻
九
)
の
末
聯
に
は
、
次
の
よ

h

つに一士一守つ。
遠
遊
令
人
痩
遠
遊
人
を
し
て
痩
せ
し
む

衰
疾
漸
加
餐
衰
疾
加
餐
に
制
す

ま
た
、
社
南
に
は
「
遠
遊
」
と
題
す
る
詩
が
二
篇
残
さ
れ
て
い
て
、

そ
の
う
ち
、
宝
応
二
年
(
七
六
回
。
七
月
、
広
徳
と
改
一
冗
)
春
、
梓

州
(
西
川
省
三
台
東
)
で
の
作
と
さ
れ
る
一
篇
(
司
社
詩
詳
注
』
巻

一
一
)
の
冒
頭
は
、
次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
る
。

綾
子
何
人
記
賎
子
何
人
か
記
せ
ん

迷
方
著
処
家
方
に
迷
い
て
著
処
に
家
と
す

杜
需
の
「
遠
遊
」
に
は
、
確
か
に
印
刷
難
と
辛
苦
に
満
ち
た
旅
と
い

う
意
味
、
が
こ
め
ら
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
語
が
、
必
ず
し
も

屈
原
や
『
楚
辞
h

と
直
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
こ

の
こ
と
も
「
臨
人
」
の
語
を
、
一
房
漕
の
事
件
を
原
菌
・
契
機
と
し
て
、

と
見
な
す
説
を
否
定
す
る
傍
証
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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注

(
l
)
一
関
瑠
が
左
遷
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、

ω甘
口
真
由
実
「
社
南
の

社
会
批
判
詩
と
一
関
般
事
件
」
(
「
日
本
中
間
学
会
報
」
五
一
一
一
、
二

O
O

こ
に
詳
し
い
。
そ
こ
で
は
、
従
来
一
一
一
回
わ
れ
て
い
た
説
に
加
え
て
、

「
ど
の
よ
う
に
安
禄
山
の
乱
を
収
拾
す
る
か
と
い
う
戦
争
方
針
と
そ

れ
を
支
え
る
経
済
政
策
に
つ
い
て
、
粛
宗
と
房
沼
が
決
定
的
に
異
な

る
戦
略
を
も
っ
て
い
た
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

(
2
)
「
北
郡
」
(
同
社
詩
詳
技
』
巻
九
)
に
、
「
明
府
宣
辞
満
、
蔵
身
方
告

労
」
(
明
府
蛍
に
慌
を
辞
せ
ん
、
身
を
膝
じ
て
方
に
労
を
告
ぐ
)
と

一一一一ω
い
、
「
寄
常
徴
君
」
(
『
社
詩
詳
注
』
巻
一
四
)
に
、
「
万
事
糾
紛
猫

絶
粒
、
一
宮
鴇
緋
実
被
身
」
(
万
事
糾
紛
し
て
猶
お
粒
を
絶
ち
、
一

宮
抑
制
紳
せ
ら
れ
て
実
に
身
を
顧
す
)
と
一
一
一
日
う
。
こ
の
ニ
篇
を
指
す

の
で
あ
ろ
う
。

(
3
)
「
悲
世
」
の
詩
は
、
社
詩
に
は
克
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
「
秦
州

雑
詩
二
十
普
」
〈
其
の
一
一
一
〉
に
は
、
「
悲
身
世
」
の
語
、
が
あ
る
の
で
、

こ
の
一
篇
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

(4)
ち
な
み
に
、
李
寿
松
・
李
翼
霊
友
十
一
社
説
刷
新
釈
』
(
中
国
警
話
、
二

O
O二
)
は
、
「
依
籍
」
の
語
を
用
い
て
、
「
国
人
、
即
依
人
。
:
:
:
『
満

目
』
一
一
句
説
、
所
見
到
的
一
切
都
令
人
生
悲
、
自
己
也
図
依
藷
他
人

前
一
舟
次
遠
行
。
」
と
注
し
て
い
る
。

(5)
「
送
段
功
曹
帰
広
州
」
(
司
社
詩
詳
詑
』
巻
一
一
)
。

(
6
)
「
続
得
観
雲
、
迎
就
当
陽
活
止
、
正
月
中
旬
、
定
出
一
一
一
峡
」
(
『
社
詩

詳
注
』
巻
二
一
)
。

(
7
)
引
用
は
『
和
刻
本
漢
詩
集
成

農
詩
』
第
二
輯
(
汲
古
書
院
、

九
七
五
)
に
よ
る
。

(
8〉
例
え
ば
、
四
川
省
文
史
研
究
館
編
『
社
高
年
譜
』
(
四
川
人
民
出
版

社
、
一
九
五
八
)
は
、
「
起
首
一
一
句
一
一
一
一
間
関
輔
大
機
、
生
計
搬
難
、
不
得

不
四
人
作
遠
遊
、
所
諮
問
入
、
却
問
従
姪
杜
佐
在
秦
州
東
拘
谷
居
住

市
来
遊
也
J

と
一
一
一
一
向
い
、
王
土
暫
『
杜
詩
ム
づ
い
在
』
(
巴
萄
書
社
、
一
九

九
九
)
も
、
「
間
人
作
遠
遊
、
不
得
一
小
前
来
投
親
譲
友
。
」
と
解
し
て

い司令。

(9)
こ
の
部
分
の
引
用
は
、
司
社
詩
詳
一
在
』
に
よ
る
。

(ω)
金
釈
漢
文
大
系
『
文
選
七
b

(

集
英
社
、
一
九
七
六
)
は
、
「
弁
命
論
」

の
当
該
部
分
を
、
「
他
人
、
が
原
因
と
な
っ
て
成
り
立
つ
場
合
な
ど

・
。
」
と
訳
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
他
人
に
頼
っ
て
、
と
訳
し
た

ほ
う
が
、
『
博
子
』
と
の
整
合
性
、
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(
日
)
司
文
苑
英
翠
』
巻
二
八
九
と
『
全
農
詩
』
巻
七
九
は
詩
題
を
、
「
春

日
離
長
安
客
中
一
一
一
一
口
懐
」
に
作
り
、
『
文
苑
英
華
』
は
「
忌
国
人
」
を
「
志

田
人
」
に
作
る
。

(
ロ
〉
安
旗
、
一
土
編
『
新
版
李
白
全
集
編
年
一
正
釈
』
(
巴
萄
書
社
、
ニ

0
0

0)
は
、
「
句
謂
恥
於
忠
人
成
事
世
。
」
と
し
て
、
『
史
記
』
平
原
君
列

伝
を
引
く
。

(
日
)
一
旬
は
、
『
礼
記
』
鴇
義
に
見
え
る
孔
子
の
語
、
「
夫
若
者
君
子
比

む
か
し

徳
於
玉
一
掲
。
:
:
:
叩
之
其
声
清
越
以
長
。
」
(
夫
れ
昔
者
君
子
は
徳
を

玉
に
比
せ
り
。
:
:
:
之
を
叩
く
に
其
の
声
は
清
越
に
し
て
以
て
長

し
。
)
を
踏
ま
え
る
。

(
凶
)
こ
の
一
旬
は
、
『
世
説
新
諮
問
』
排
調
篇
に
見
え
る
、
船
一
一
法
深
が
、
人

を
介
し
て
山
を
買
お
う
と
し
た
支
逓
を
皮
肉
っ
た
、
次
の
よ
う
な
逸
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話
を
踏
ま
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

支
道
林
国
人
就
深
公
山
貝
印
(
抑
)
山
。
探
公
答
司
、
未
聞
巣
一
・

由
貿
山
市
穏
。

支
道
林
人
に
国
り
て
深
公
に
就
き
て
印
(
仰
)
山
を
買
わ
ん

と
す
9

4

深
公
答
え
て
臼
く
、
未
だ
間
か
ず
巣
・
出
の
山
を
山
県
い
て

揺
る
る
と
は
、
と
。

(
日
)
『
農
才
子
伝
』
巻
一

O
に
、
景
福
二
年
(
八
九
三
)
の
進
士
で
あ
る

張
鼎
の
あ
と
に
越
樽
を
載
せ
、
「
問
時
越
樽
、
有
爽
遇
之
度
、
工
歌

詩
J

(
問
時
の
越
樽
は
、
爽
遇
の
度
有
り
、
歌
詩
に
工
。
)
と
一
一
一
一
口
う
。

(
同
)
こ
の
「
邸
入
」
に
つ
い
て
、
例
え
ば
侍
庚
生
司
社
詩
析
義
』
(
限
西

人
民
出
版
社
、
一
九
七
九
)
の
「
罷
官
亦
出
入
、
何
事
拘
形
役
」
の

項
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

最
末
荷
旬
、
訳
作
自
話
就
是
、
我
仮
如
高
興
罷
官
不
作
、
也
随

我
個
人
的
自
使
、
為
什
一
定
要
拘
泥
着
、
以
心
為
形
所
役
、
透
度

不
自
由
舵
?

実
際
に
罷
免
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
則
的
と
し
て
、
「
平
生
独
往
の

願
い
」
の
句
か
ら
見
て
も
、
社
甫
が
白
身
の
意
志
に
よ
っ
て
官
を
罷

め
た
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
仮
に
「
罷
宮
」

を
、
官
を
罷
め
さ
せ
ら
れ
て
と
解
す
る
な
ら
ば
、
次
句
で
「
形
役
に

拘
せ
ら
れ
ん
」
と
一
一
一
一
向
っ
て
い
る
の
と
も
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
「
由
人
」
も
、
自
由
を
得
た
い
と
い
う
意
志
に
よ
っ
て
、

と
解
釈
す
る
の
が
正
し
い
こ
と
に
な
る
。

(
げ
)
法
(
日
)
参
照
。

(
出
)
例
え
ば
、
『
九
家
集
注
社
説
川
』
巻
二

O
は
、
「
越
一
否
と
し
て
、
「
楚

辞
有
遠
遊
獄
。
」
(
楚
詐
に
遠
遊
の
斌
有
り
。
)
と
一
士
一
向
う
。

〔
付
記
)
小
稿
は
、
谷
口
真
由
実
氏
二
秦
州
雑
詩
一
小
考
i

辺
境

か
ら
杜
甫
が
捉
え
よ
う
と
し
た
も
の
i

」
(
二

O
O六
年
六
月
二
回

目
に
函
館
で
開
催
さ
れ
た
、
「
中
国
文
化
学
会
大
会
」
に
お
け
る
口
頭

発
表
)
に
啓
発
さ
れ
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
し
て
謝

意
を
表
す
る
。

な
お
、
本
研
究
は
平
成
一
九
年
度
科
研
費
・
基
盤
研
究
C

「
社
甫

の
詩
語
に
関
す
る
基
盤
的
研
究
」
(
課
題
番
号
一
九
五
二

O
二
八
五
)

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

(
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
)
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